
 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

  

 

 

考古・歴史・自然・民俗などの視点から、住まう茅ヶ崎を一から 

学びませんか？ 

 

 【日時】5 月 31 日（水）から 8月 9 日（水）までの毎週水曜日 

10 時～11 時 30 分（全 11 回シリーズ） 

【会場】文化資料館 2階会議室ほか 

【対象】茅ヶ崎市内在住、在勤、在学で、原則全 11 回受講できる方２０名。 

【申込】4 月 19 日（水）から 5月 12 日（金）までに、茅ヶ崎市教育委員会社会教育課 

（0467－82－1111代表）まで電話にて受付。先着順。 

 

 

 

                                

 

 

 

▲企画展「丸ごと１０１」フィナーレ「丸博センター」において 

 

 

                                     

                                      

                                       

                                      

 

                                      

                                     

                                                          

第３１号 

２０１７．４．１ 

 

４．１ 

 

（愛称は「ちがさき丸ごと博物館」） 

屋根も壁もない・・・市内が全部博物館・・・ 

 
 ちがさき丸ごと博物館友の会主催ミニ講座が開催されました！ 

募  集 

企画展「丸ごと１０１－茅ヶ崎を知る 101 の機会－展」を終えて 

平成 28 年 11月 25 日（金）に開幕した企画展「丸ごと１０１－茅ヶ崎を知る１０１の機会－展」。

１０１日間に茅ヶ崎の都市資源について知ることができる１０１の機会をご提案してきました。長丁場

の企画展も平成 29年 3 月 5 日（日）をもって無事閉幕しました。季刊誌第 29 号、第 30 号では、企

画展の様子などをお伝えしてきました。今号では、企画展に関わった“人”に焦点をあて、運営メンバ

ーやまち歩きでガイドデビューを果たした市民ボランティア、ちがさき丸ごと博物館を研究テーマに調

査を行った大学院生などにお話を伺い、得意分野を生かして活動する“人”が織りなすちがさき丸ごと

博物館をお届けいたします。 

 

ちがさき丸ごと博物館市民ボランティア特集号！ 
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トピックス 

 ちがさき丸ごとふるさと発見博物館って何？     茅ヶ崎市の全域を屋根も壁もない博物館と見立てて、 

文化、歴史、自然、産業、商業、公共施設、人材など、「このまち」らしさをもついろいろな事柄を幅広く選び出 

し、これらを都市資源と呼ぶことにしました。これらの都市資源を調査・研究し、それぞれがもっている意味や魅 

力を広く市民に周知する一方、それぞれを関連付けて散策や各種イベントなどで活用を図ることにより、茅ヶ崎を 

改めて知り、茅ヶ崎を愛する心を育み、ひいてはまち全体の活性化を図ろうとするものです。そして、都市資源は 

地域のかけがえのない宝物として、地域により保護され育てられていくことになります。住民が、自分たちの地域 

の未来のために、自分たちの考えと力で運営していく姿勢を特に重要視しています。 

編集後記 

 前号では、企画展「丸ごと１０１」の中間報告を行い、様々な茅ヶ崎を知る機会をご紹介。今号は、企画

展を支える市民ボランティアをご紹介しました。今回お話を伺った方々、そして紙面の都合で残念ながら取

り上げられない方々も含め、ちがさき丸ごと博物館に関わる人々自体が茅ヶ崎の都市資源・たからものとそ

んなことを想いながら、さぁ春の茅ヶ崎へいざ——。 

 

 

 

 

エメロードにある茅ヶ崎ショッピングセンター１階の「多目的ふれあい広場」をお借りして、平成 28 年

11 月 25日（金）から 2 月 27日（月）まで「丸ごと１０１スペシャル展示」を開催していることは、季刊

誌第 29号、第 30 号でご紹介しました。茅ヶ崎のさまざまな都市資源の写真を展示したり、スタンプラリー

のポイントとして来訪者の交流の場になったりしました。 

2 月中は、茅ヶ崎ショッピングセンターのご協力のもと、多目的ふれあい広場隣のスペースで「スペシャル 

展示」と連動したミニ講座が 5日間開催されました。ちがさき丸 

ごと博物館講座（基礎編）の修了生の同窓会である「ちがさき丸 

ごとふるさと発見博物館友の会」の市民ボランィアが、それぞれ 

の好きなこと、得意分野についてお話ししました。 

テーマは『茅ヶ崎の地形』、『茅ヶ崎と自転車』、『茅ヶ崎今昔物語』、 

『えな塚（丹後局）』、『相模国準四国八十八か所』でした。 

茅ヶ崎ショッピングセンターにお買い物にいらした方もお立ち 

寄りいただくなど、5 日間で延べ１４５名の方にご参加いただき 

大盛況のうちに終了しました。地元に密着したテーマでありなが 

ら意外と知らない発見があったのではないでしょうか。 

 

ちがさき丸ごと博物館講座（基礎編） 

平成 29 年度春期（5 月～8 月）受講生募集！ 

mailto:shakaikyouiku@city.chigasaki.kanagawa.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜国立大学大学院 高橋絵里さん 

今回の企画展では、市民の皆様に調査をさせていただき、茅ヶ崎の地域ら

しさ、魅力を探りました。ご協力いただき、本当にありがとうございまし

た！ここで書き切れることはそのわずかですが、私が肌で感じたことは、

茅ヶ崎は、「人」が大きな魅力で、一番のたからものだということです。

小さな子どもも、大人も、おじいちゃんおばあちゃんも、幅広い年代の方

が、茅ヶ崎に暮らし、茅ヶ崎で働き、それぞれの方々がそれぞれにイキイ

キしています。丸博の活動にもたくさんの方が関わっています。小さなお

店、公園、公民館、ショッピングセンターなど地域の人々がそれぞれの魅

力を持っていて、それらが繋がり、地域に素敵な風景をたくさん作ってい

ることをとても感じました。これからも、人が活躍し、繋いでいける町と

なるよう、皆様と丸博の活動を、応援していきたいと思います！ 

丸博友の会 藤田修一さん 

故郷の茅ヶ崎へ戻って既に１７年が経過した、いわゆる「団塊の世代」

ど真ん中の人間です。丸ごと博物館との出合いは、「住んでいるのに茅

ヶ崎のことをあまり知らないなぁ」と思い受講した丸ごと博物館講座

（基礎編）でした。その後丸ごと博物館ガイド研修の受講を決意。「茅

ヶ崎の東海道（西編）」をテーマに学習を重ね、昨年 12 月にガイドデ

ビューを果たしました。ガイド本番に向けて勉強する毎日が続きまし

たが、お陰でそれなりに詳しくなれたと自負しています。企画展「丸

ごと１０１」開催中、市内のまち歩きや各種講演会に参加しました。

イベントに参加するたびに、乾いたスポンジに新たな知識がどんどん

吸収されるような感覚を覚えました。現在はガイド研修「茅ヶ崎の東

海道（東編）」で、5 月のガイド本番に向けて勉強の真っ最中です！ 

 

文教大学 安達久美子さん（左） 

     村上芽衣さん（右） 

今回、丸博に携わったことで、私が知らなかった茅ヶ崎を改めて知る

ことができたと同時に、自分の街をもっと知りたい！多くの人に茅ヶ

崎の良さを知ってほしい！というとてもアクティブな方々にお会いす

ることができました。若者には分からないのではと初めは思いました

が、関わるうちに若者世代こそこの企画に密に関わるべきだなと思い

ました。（安達さん）私は大山道のまち歩きガイドをしたのですが、ち

がさき丸ごと博物館のボランティアからたくさん教えていただき、た

のしく茅ヶ崎について知ることができて良かったです。（村上さん） 

ダイジローくん 

（わくわく丸博こども広場に参加して） 

やってみておもしろかったのは、丸ごとのマークのパズ

ルとかっぱのおりがみ。かっぱどっくりのテレビは、絵

本とちがって、かっぱが女の子でおもしろかったです。 

ちがさきかるたは、かてなくてくやしかったから、れん

しゅうして、つぎこそはぜったいかちます！ 

～ 丸博インタビュー ～ 
企画展「丸ごと１０１」開催中、多くの方がちがさき丸ごと博物館に

参画。今回はその中から、ちがさき丸ごと博物館を研究テーマにとり

あげた大学院生や、まち歩きでガイドデビューを果たした方などか

ら、企画展を終えて、その感想をお聞きしました！ 

～ 丸
ま る

 博
は く

 鼎
て い

 談
だ ん

 ～ 

ちがさき丸ごと博物館では、市民ボランティアのみなさんと行政の協働のもと、事業を進めています。企

画展「丸ごと１０１」も市民ボランティアによる企画展実行委員会が中心となって企画・運営をしてきまし

た。企画展開催中、「実際どんな人が運営メンバーとして活動しているのか」、よくそんなお声を耳にしまし 

た。そこで今号では、運営メンバーの中からお二人に

お集まりいただき社会教育課職員との季刊誌特別鼎談

を開催。ちがさき丸ごと博物館の運営メンバーは一体

どのような方々なのか大特集します！ 

 

ちがさき丸ごと博物館企画展実行委員会 

委員長  森井健太郎さん（写真中央） 

副委員長 加藤幹雄さん（写真左） 

茅ヶ崎市教育委員会社会教育課 髙橋知（写真右） 

在になっているなと思います。現役で仕事をし

ているとなかなか日中に時間がとれないのが

口惜しいところもあります。 

加藤 思い返してみると、現役時代、会社では利潤の

追求で、この丸博の活動は、それとは全く違い

ます。改めて問われて、私は計画して、実行し

ていくことが純粋に好きで、その部分は会社で

も丸博の活動でも同じなのかなと思います。大

変なこともありますが、充実した時間を過ごし

ているので苦だと思ったことはありません。活

動自体が勉強になり、関わる人の範囲も広が

り、若い人の意見も聞けて、なかなか得難い人

脈も増えました。だから丸博に関わることがで

きていることに感謝しています。“ボランティ

アしてあげている”という感覚は全くなくて、

ボランティア活動を、自分のために思いっきり

たのしんでいます。 

森井 退職後に、現役時代に蓄えてきた知識やスキル

を地域のことに役立てていくというのは素晴

らしいことですよね。今のお話を聞いていて、

ベッドタウンという茅ヶ崎の特性上、ある種東

京をつくりあげてきた人が茅ヶ崎に住んでい

る、茅ヶ崎は人材の豊富さが強みだなと思いま

した。 

髙橋 まだまだお聞きしたいことはたくさんありま

すが、最後に、新年度を迎え、これからちがさ

き丸ごと博物館に期待すること、力を入れて活

動していきたいことは何でしょうか。 

森井 丸博に関わった当初から私の軸となっている

子ども対象の活動を盛り上げたいですね。平成

28 年度は、子ども向けの活動を通して多くの

方との繋がりもできたので、世代の縦のライン

を築くことに力を入れたいなと思います。 

加藤 私は逆に中高年の方が、丸博の活動にもっと気

軽に参加してたのしめる、そういう場所をつく

っていきたいと思っています。 

髙橋 今日はどうもありがとうございました！ 

髙橋 企画展「丸ごと 101」、101 日間という長期間

にわたっての企画・運営お疲れ様でした。今日

は季刊誌特別鼎談、よろしくお願いします。で

はさっそくですが、そもそもちがさき丸ごとふ

るさと発見博物館（以下丸博）に関わるきっか

けというのは何だったのでしょうか。 

森井 私は茅ヶ崎で生まれ育ったものの、若い頃は茅

ヶ崎がふるさとだという意識はありませんでし

た。結婚後しばらくして茅ヶ崎に戻ってみたら、

昔の友人がいて、お互いの子どもが遊ぶように

なって…そんなつながりがあるとても安心する

場所だなぁと。「ふるさと」ってあるんだなとい

う気持ちを持った矢先、丸博事業の企画検討委

員の市民公募を見つけて、茅ヶ崎にもふるさと

意識醸成の活動があるんだということで応募し

たことがきっかけです。 

加藤 私は生まれも育ちも茅ヶ崎ではなく、仕事の都

合で茅ヶ崎に住み始め、かれこれ 40 年以上経

ちました。現役時代は茅ヶ崎へ寝に帰るだけで

した。退職後、もともと歴史やまちに興味があ

ったこともあり、丸博ガイド養成講座の募集を

見つけた妻が応募して受講したのがきっかけで

すね。丸博事業の指針に書かれている理念も「お

もしろい！」と感じて、どんどんはまっていき

ました。妻のおかげで充実した毎日です。 

髙橋 それぞれ丸博との出合いがあるわけですが、丸

博の運営や活動には、どういう想いで参画して

いるのでしょうか。 

森井 私の世代だと、家庭と仕事だけではなく、サー

ドプレイス（※自宅でも職場でもない心地のよ

い第 3の居場所）が必要と言われていて、私自

身これという趣味がない中で、丸博の活動が、

ある種第3の居場所になっているのかなと思い

ます。いろんな人と意見を交わしたり、汗をか

いたりして何かプロジェクトを進めていくこと

が、一番のベースである家庭と自分の生き様と

いえる仕事だけでなく、自分の中では大きな存 

 


